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本部は本日、２０２５年度年末手当の再々申し入れ団交を開催しました。

本部は「再申し入れ団交で議論したが、３．１ヶ月では納得いかない。会社は『社

員の苦労に報いた』と明言したが、現場の社員は『苦労に全く報いていない』と怒っ

ている。大阪・関西万博輸送の特別手当（一時金）として、年末手当とは

別に、ＪＲ西日本は１２万円（契約社員は６万円）、ＪＲ西日本バスは１

０万円、大阪メトロは２０万円（交通事業本部以外の社員は１０万円）を

支給する。大阪メトロの社長は『社員の皆さんのがんばりに報いたい』とメッセー

ジを出した。なぜ、ＪＲ東海は頑なに支給を拒否するのか。口先だけで報いたと言っ

ても、誰も信用しない。低額回答の要因は、やっぱりリニア建設費だ。経営の足を引

っ張っているリニアはさっさと撤退せよ。要求通り満額回答するのが社員の苦労に報

いることだ」と、怒りを込めて主張しました。

会社は「他社が特別手当を出したのと同様に、当社の回答は、万博輸送など社員の

苦労に報いたものだ。回答を変える考えはない」と反動的な発言を繰り返しました。

本部は、大対立を確認し、持ち帰り検討としました。


